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研究要旨： 

「臓器の移植に関する法律」の一部改正がなされた平成 22年以降、臓器提供数が増加する

のと反して組織提供数は急激な減少に転じた。さらにコロナパンデミックの影響もあり、既

存の組織移植ネットワークが存続の危機に直面した。既存の組織移植バンクにおける問題

は１）パンデミックの影響で組織移植コーディネーターが医療機関に入りがたく、フェイス

トウフェイスの医療機関での啓発ができなくなったこと ２）そのため新規のコーディネ

ーターを OJT による組織的な育成ができなくなったこと ３）組織提供数の減少から臓器

提供と連携した組織移植のあり方を模索しなければならなくなったことなどが挙げられ

る。そこで、今年度の本研究班では、これらの問題を解決するため医療現場における組織提

供に関する啓発/電子ツールの開発を４つの異なる対象に向け①非特定多数の一般市民に

むけた組織移植の啓発ツール ②ポテンシャルドナー家族への組織移植の電子的説明ツー

ルや方法 ③県Co/院内Co/メディエーターの方々への組織移植の適応と啓発資料 ④摘出

にかかわる医師向けとした資料の効果を検討した。 

 

Ａ．研究目的 
22平成 年に「臓器の移植に関する法律」の

一部改正が行われ、本人の生前の意思がなく

とも、家族の承諾があれば脳死下臓器提供が

可能となった。また小児からの臓器提供も可

能となった。これにより、脳死下臓器提供数

は増加した。家族にとって、臓器・組織の分け

隔てなく提供できる体制が整った。 

一方で、組織提供数は、法改正後も臓器提

供数の増加と相反して激減した。その原因と

してこれまでの検討では、１）パンデミック

の影響で組織移植コーディネーターが医療機

関おいて、従来のような対面での啓発ができ

なくなったこと ２）そのため新規のコーデ

ィネーターを OJT による育成ができなくなっ

たこと ３）組織提供数の減少から臓器提供

と連携した組織提供のあり方を模索しなけれ

ばならなくなった。 

 

このような状況において、厚生労働科学研究

において「円滑な組織提供に関する諸問題に 

関する研究」を実施する機会を得た。 

今年度の本研究班では、医療現場における

組織提供に関する啓発/電子ツールの開発

を４つの異なる対象に向け①非特定多数の

一般市民にむけた組織移植の啓発ツール 

②ポテンシャルドナー家族への組織移植の

電子的説明ツールや方法 ③県 Co/院内

Co/メディエーターの方々への組織移植の

適応と啓発資料 ④摘出にかかわる医師向

けとした資料の効果を検討した。 
 

Ｂ．研究方法 
4本年度は 点を中心に研究を行った。 
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① 非特定多数の一般市民にむけた組織移

植の啓発ツールの開発 

  

上記の目的のため、2023 年から日本組織移

植学会にて「組織移植医療普及推進のための

委員会」が発足した。この委員会は本研究代

表の田中秀治、青木 大に加え、日本組織移

植学会理事で JOT 代表の横田裕行、JTAS の

開発者である奥寺敬らが参画し、①終末期医

療に関わる医療従事者へ向けた「組織提供」

に関わる知識、現場で確認できるツールの開

発、②一般の方々への「組織提供・移植」につ

いての啓発ツールの検討を行った。 

 

② ポテンシャルドナー家族への組織移植

の電子的説明ツールや方法  

医療者によって家族の提供の意思が確認され

た場合において、具体的な説明は移植コーデ

ィネーターの到着まで待つこととなる。また、

組織提供の現場においては、心停止後からの

連絡である事も多い。また組織提供自体の認

知度が進んでいない現状からすると、提供は

考えてもよいが、考える素材も持ち合わせて

いないケースも多い。そこで、組織提供に関

する一般的な説明をデジタルデバイスによっ

て閲覧できるツールの検討を行った。 

 

③ 県 Co/院内 Co/メディエーターの方々へ

の組織移植の適応と啓発資料  

提供現場においては、種々のコーディネータ

ーが連携することになる。コロナ禍での非常

事態宣言が延長、まん延防止等重点措置がな

される中、関連するコーディネーターや、医

療機関における対面での経験、病院訪問、啓

発活動は充分に得られていない。この状況に

おいて、組織を提供したいという患者・家族

の希望を叶えるためにも、まずは、関連する

コーディネーター、特に都道府県コーディネ

ーターや院内コーディネーターに対する、組

織提供に関する基礎的な内容を盛り込んだツ

ールの開発を検討した。 
 

④ 摘出においてコーディネーターや摘出

医の遠隔教育デジタルツールにて具体

的方策の検討 
 

コロナ禍での組織提供に関する情報数、提供

数の減少がみられたが、本年度は特にスキン

バンクにおいては増加傾向に各種学会での掲

示を行った。そこで、活動範囲の拡大を想定

し、遠隔地でも対応可能とするための教育ツ

ール、特に Web を利用したデジタルコンテン

ツの作成、実際に現場で実施可能か検討した。 

 

Ｃ．研究結果 

 
1. 広く一般へ組織移植普及啓発のための

方策の検討 

 

2023 年に日本組織移植学会にて「組織移植

医療普及推進のための委員会」委員長 奥寺 

敬（富山医科大学）、副委員長 横田裕行（日

本救急医療財団理事長、JOT 理事長）、副委

員長 田中秀治（日本組織移植学会副代表理

事）の救急医学をベースとするメンバーによ

り発足された。これを受け、医療従事者・一般

にむけたよりわかりやすい組織移植医療にお

ける普及啓発のために必要なツールの検討を

行った。 

 

一般向け組織移植医療ポスター 

・どのような組織が提供可能か 

・どのような方に移植されるのか 

・簡単な絵柄 

上記を踏まえたポスターが完成し全国の

移植の活発な医療機関にも貼ってもらえ

るようにお願いをした。 

 

 

図 1. ポスター 
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図２．各種学会での掲示 

 
 

 

 2. ポテンシャルドナー家族に対する説明

ツールの検討 
 

医療者によって家族の提供の意思が確認さ

れた場合において、具体的な説明は移植コー

ディネーターの到着まで待つこととなる。ま

た、組織提供の現場においては、心停止後か

らの連絡である事も多い。また組織提供自体

の認知度が進んでいない現状からすると、提

供は考えてもよいが、考える素材も持ち合わ

せていないケースも多い。そこで、組織提供

に関する一般的な説明をデジタルデバイスに

よって閲覧できるツールを動画として作成す

るため、構成の作成を行った。 

 

動画構成 

 ① タイトル：組織の提供について 

 ② この動画の説明 

 ③ 強制閲覧ではない事の説明 

いつでも視聴中止できる事の説明 

 ④ 皮膚提供について 

 

 ⑤ 皮膚移植についての説明 

 

 ⑥ 提供可能な部位・厚さの説明 
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 ⑦ 採血について 

 

 ⑧ 背中側からの提供について 

 

 ⑨ 皮下への生理的食塩水の注入について 

 

 ⑩ 手術の跡 

 

 

 

 

 

 

 ⑪ ご家族の承諾について 

 

 

この動画の実際の活用例についても検討した 

 

 
 

 

 

３．県 Co/院内 Co/メディエーターの方々に対

する説明ツールの検討 

 

提供現場においては、種々のコーディネータ

ーが連携することになる。コロナ禍での非常

事態宣言が延長、まん延防止等重点措置がな

される中、関連するコーディネーターや、医

療機関における対面での経験、病院訪問、啓

発活動は充分に得られていない。この状況に

おいて、組織を提供したいという患者・家族

の希望を叶えるためにも、まずは、関連する

コーディネーター、特に都道府県コーディネ

ーターや院内コーディネーターに対する、組

織提供に関する基礎的な内容を盛り込んだツ

ールの開発を目指し動画構成を検討した。 
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動画構成 

 ① タ イ ト ル ： 是 非 知 っ て ほ し い ！    

組織提供ガイド 

 ② 目次 

 ③ 組織移植とは？ 

 ④ 組織提供と臓器提供の違い 

 

 

 

 

 ⑤ 提供可能な組織 

 ⑥ 組織提供はどのように行われるか？ 

 ⑦ ドナー適応について 

 ⑧ 対応エリアについて 
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 ⑨ お問い合わせ・連絡先 
 

 

４． 摘出においてコーディネーターや摘出医 

の遠隔教育デジタルツールにて具体的方策の

検討 

 

摘出においてコーディネーターや摘出医の

遠隔教育デジタルツールやリアルタイムコー

ディネーションなどで OJT を補う方法で研修

ができないか、さらなる組織提供増加の具体

的方策の検討できないかを目的として検討を

行った 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D．考察 
１．組織移植医療普及推進のための活動 

 

 組織移植医療における普及推進の具体的ツ

/ール作成にあたり、一般 医療従事者における

ニーズを検討した。 

 一般向けには、組織移植医療に関するポス

ターが過去には作成されておらず、今回幅広

く使用できる、ポスターを目指し検討した。 

 日本組織移植学会と連携し完成に至った。

このポスターは、日本組織移植学会ホームペ

ージのほか、関連学会での掲示を行った。臓

器提供に比べ、認知度が低い組織提供の現状

から、今後はいかに多くの媒体や活動時にお

いて、広く目にして頂ける機会を作ることが

できるかを検討していく必要がある。また医

療機関の協力を得てより多くの市民の目に触

れるようにしていかなければならない。 

 

2．ポテンシャルドナー家族に対する説明ツー

ルの検討 

 

組織提供に関する一般的な説明をデジタル

デバイスによって閲覧できるツールを動画と

して作成するため、構成の作成を行った。 

初版は皮膚提供を中心に構成した。 

構成のポイントは、 

 ① この動画の趣旨説明 

 ② 強制視聴ではない事のアナウンス 

 ③ 家族の心情を考慮した構成 

 ④ 安易な表現 

 ⑤ 簡潔にまとめる 

 

この構成に基づき、他組織の内容も検討する

必要がある。 

また、実際の現場における使用例の検討によ

り、意思確認時に簡単な説明を書面で配布す

る際に、動画の QR コードを掲載し、スマー

トフォンなどの端末にてアクセスして頂く事

が現実的と考えられた。 

 

Co/ Co/３．県 院内 メディエーターの方々に対

する説明ツールの検討 

 

 提供現場においては、種々のコーディネータ

ーが連携することになる。特に組織移植に関して

は、一般はもとより、医療従事者においてもその

現状を知る機会はないのが現状である。 

 今後の連携体制を考慮した上で、特に院内コ

ーディネーターを対象とした、組織提供・移植に

関する基本的な内容を盛り込んだ動画構成案を
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作成した。構成について意見を集約したが、視

覚的にもう少しわかり易く、音声を入れたほうがよ

い、字幕を入れたほうがよいなどの貴重な意見が

集められた。これを踏まえ、本格導入に向けた動

画の作成が求められる。 

 

４．摘出においてコーディネーターや摘出医

の遠隔教育デジタルツールにて具体的方策の

検討 

 

摘出においてコーディネーターや摘出医の

遠隔教育デジタルツールやリアルタイムコー

ディネーションを目指したツールでいかに効

率よく効果的なものの検討を行った。今後も

継続的に内容を改善し現場のニーズに答えう

るツールの開発が必要と考えられた。 

 

Ｅ．結論 
22平成 年に「臓器の移植に関する法律」の

一部改正が行われ、これにより、脳死下臓器

提供数は増加したが、一方で、組織提供数は、

法改正後も臓器提供数と比べ低迷しているの

が現状であった。今後積極的なドナー獲得の

ための具体的なアクションを実施する必要が

あり、時代に即して対応する方法の開発が必

要であった。 

今年度の本研究班では、昨年度の研究結果

を踏まえ、「組織提供・移植」に関する「浸透」

に焦点をあて、様々な角度から今必要なもの

を明らかにし、それに対するツールの検討・

作成を実施した。 

特に、ポテンシャルドナー家族に対する説

明ツール、県 Co/院内 Co/メディエーターの

方々に対する説明ツールに関しては、現在検

討されている、今後の我が国の移植医療シス

テム改編にも、充分に対応できるものと考え

られ、また、提供者、その家族、それに関わる

医療従事者にとっても、有益となる可能性が

示唆された。 

次年度は、実用化に向けたツールの作成や

効果検証を実施する必要がある。 

 

F. 健康危機情報 

 

G．研究発表 
1.  論文発表 

 

2.  学会発表  

 1. 青木 大 「日本スキンバンクネットワ

ーク 2023 年度活動報告 ～ 8 年間のド

ナー・レシピエント情報～」、第 50 回日

本熱傷学会総会・学術集会、大阪府、

2024/6/13 

 2. 明石優美 「膵島移植と岐阜県における

膵島提供～膵島提供から膵島移植の実際

～」、岐阜県臓器提供連絡会議、Web、

2024/7/1 

 3. 青木 大 「日本スキンバンクネットワ

ーク 2023 年活動報告」、第 22 回日本組

織移植学会・総会学術集会、東京都文京

区、2024/8/17 

 4. 青木 大 「医療機関への組織移植医療

普及・定着を目指すための連携にむけて」、

シンポジウム組織移植の他職種連携、第

22 回日本組織移植学会・総会学術集会、

東京都文京区、2024/8/17 

 5. 明石優美「当院の臓器・組織提供コーデ

ィネーションにおけるメディエーターの

役割と連携」、シンポジウム 1 第 22 回日

本組織移植学会総会・学術集会、東京都

文京区、2024/8/17 

 6. 青木 大 「組織移植医療の現状と体制

構築に向けた活動」、分野別シンポジウム

【看護 / コーディネーター 1】、第 60 回

日本移植学会総会・学術集会、長崎県長

崎市、2024/9/12 

 7. 明石優美 「本邦の膵島移植実施におけ

る課題と対策」、分野別シンポジウム【膵

臓・膵島 1】、第 60 回日本移植学会総会・

学術集会、長崎県長崎市、2024/9/13 

 8. 明石優美「膵島移植と三重県における膵

島提供～膵島提供から膵島移植の実際

～」、第 2 回三重県臓器移植院内コーディ

ネーター連絡会議、Web、2024/9/13 

 9. 青木 大 「日本スキンバンクネットワ

ーク 2023 年度活動報告」、第 30 回新宿熱

傷フォーラム、東京都新宿区、2024/10/11 

 10. 明石優美 「三部 移植体験談」、座長、

AODA あいち臓器提供支援プログラム市

民フォーラム 「地域で支える移植医療」、

愛知県名古屋市、2024/10/20 

11. Yuumi Akashi 「ISLET TRANSPLANTATION 

IN JAPAN- From Registry Data -」The 

4th Congress of Asian Pancreas and 

Islet Transplant Association, 

shanghai China, October 25-27, 2024 

 12. 明石優美「膵島移植実施における課題」

一般口演（O8－3）、第 50 回日本臓器保存

生物医学会、愛知県岡崎市、2024/11/9 

 13. 明石優美 「脳死下・心停止後組織提供
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の流れ」第 50 回日本臓器保存生物医学会

学術集会 院内コーディネーター研修会 

2024/11/09 

 14. 青木 大 「適応の確認と評価」、日本・

脳死脳蘇生学会 臓器組織提供ハンズオ

ンセミナー、神奈川県川崎市、2024/11/17 

 
H．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

１． 特許取得 

なし 

２． 実用新案特許 

なし 

３． その他 

なし 
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